
進路通信 ～ 見通しをもつ ～

第２号 ２０２6．４．２６（日） 与那原中学校 進路担当

特色選抜について

推薦入試の『一般入試より早めに合格が決まる』『学力検査がない』が、特色選抜では『合格発表は
一般選抜と同日』『学力検査あり』に変わり、特色選抜をわざわざ出願する必要性を感じない方もいるの
ではないでしょうか？前号でも紹介しましたが進路を担当して感じた利点をさらに紹介します。
① 合格の機会が特色選抜と一般選抜で２回に広がる。
② 特色選抜と一般選抜で異なる高校に出願できるので、異なる２校を受検できる。
③ 中学校での頑張りを一般選抜より高校入試の得点にすることができる。
④ 学力検査があるので、入学すぐの学習にスムーズにつなげることができる。
下は令和４年３月に県教育員会からだされた特色選抜についての説明資料になります。

【中学校での頑張りをより評価するとは】

一般選抜での合否判定は、学力検査、内申点、面接となっており、中学校の頑張りは内申点で評価
しています。この内申点は調査書より高校側が読み取って点数化しています（調査書は次号で紹介）。
一方、特色選抜ではそこに実績（スポーツや文化活動、資格取得）を得点として加えることができ

ます。ただし得点は高校によって大きく変わります。また、向陽高校や南風原高校のように学科によっ
て配点が変わらない高校もあれば、那覇西高校のように学科の特性によって差をつける高校もありま
す。是非自身の希望する高校のHPを調べましょう。

高校名 学科 実績の満点の得点 備考

知念 普通科 280 もっとも高い実績１件

向陽 全学科共通 35 もっとも高い実績１件

南風原 全学科共通 50 もっとも高い実績１件

普通科 200 もっとも高い実績１件

国際人文科 180
１件または２件

ただし英語系に限る

体育科 150
２件、ただし

スポーツ系に限る。実技あり

那覇西

＊現在、昨年度のものがHPに記載されており、今年度のものは１０月末までには掲載されます。


